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目的 沖縄伊江島、兵庫県加西市における日光角化症の年間有病数を調べ、

両者を比較する。 
研究デザイン コホート研究 
セッティング 沖縄伊江島、兵庫県加西市での一般がん検診場 
対象者 沖縄伊江島、兵庫県加西市での一般がん検診者 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 1 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 15 ） 

介入（要因曝露） 沖縄伊江島、兵庫県加西市の緯度の違い 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 皮膚がん有病率 1. 主 要  2. 副 次  3. そ の 他
（ １ ） 

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

1993-1996までの 4年間調査を行い、兵庫県のデータと比較した。
年間有病数は、人口 10 万人当たり、1159.4（1993），572.8
（1994）,1014.3（1995）,988.9（1996）で、兵庫県加西市と比較し
た年齢調整後の年間有病数の ORは、2.79（1993），1.38（1994）,2.45
（1995）,2.39（1996）であった。 

結論 

緯度の低い方が日光角化症の発生が多い。 

一次研究の 8項目 

備考 
 

レビューワーコメント レビューワー氏名 宇原 久 



レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ IV ） 
 
日本人に関する数少ない緯度と SCC の有病数の関係を調べた貴重
なデータである。ただし、比較した集団における生活習慣、職業、

スキンタイプなどの差が調整されていない点が問題としてのこる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


